
平成22年度　岐阜県冬季バスケットボール新人大会
【試合結果】

子 コート

1 24

− 　

−
−
−
OT

【個人トータル表】 ×＝スターティングメンバー　　／＝出場選手　　空欄＝出場なし

4 4

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

10 10

11 11

12 12

13 13

14 14

15 15

16 16

17 17

18 18

C C

【試合レポート】　戦評
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１Ｑ、大垣東はオールコートゾーンDef、稲羽はハーフコートの２－１－２ゾーンDefでス

タート。両チームともリバンドから素早い攻撃を展開。稲羽が、＃７、＃４の外角からの

シュートで点を重ねるのに対し、大垣東は＃４、＃５の外角シュート、ドライブ、アシストと

多彩な攻撃に加え、＃１２の３Ｐで点を重ね、９点リードで終了。２Ｑ、大垣東は＃４、＃５

を中心に着実に得点を加えていく。対する稲羽は、途中からハーフコートマンツーマンDefに

切り換え、スティールからの速攻で反撃を試みるも、＃４、＃５を押さえられず、大垣東１５

点リードで前半を終了。

３Ｑ、稲羽はなかなか大垣東のゾーンをくずすことができず、思うように点差を縮めること

ができない。さらに、オールコートマンツーマンDefで対抗するも、大垣東の攻撃を止めるこ

とができず、３０点差に広げられて３Ｑを終了。４Ｑ、稲羽は最後まで必死にくらいつくが、

差を詰められず３７点という大差で大垣東が勝利を収めた。


